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Abstract
　　　　C6te　d’Ivoire　was　a　relatively　stable　country　under　the　auspices　of　R…1jx　HouphoUεt－Boigny；Father　of　the　Nation，　and
the　leading　country　of　the　francophone．cguntries・The”lvoirian　mirade”of　impressive　economic　growth　in　the　1960s　and　l970s
centred　on　the　exports　of　the　primary　commoditγsuch　as　cocoa　and　cof琵e．　Growth　was　accompanied　bγimmigration　from
．neighb6uring　countries（principaUy　Burkiha　Faso，　Mah，膿）go　and　Guinea），which　eventuany　constituted　ovとr　one－quarter　of　the
C6te　d’lvoire　population．
　　　　In　September，2002，　disgnmtled　fbrnler　army　person耳el　led　co－ordinated　attacks　on　government　facilities　in　Abi（巧an，
Bouake　and　Korhogo，　leadihg　to　the　death　of　the　Interior　Mi頭steL　A　northern　rebel　group，　the　Mouvement　Patriotique　de　C6te
d’lvoire（MPCI），achieved　rapid　control　of　the　north　of　the　countrγFreロch　troops　wpre　interposed　between　south　and　north　in
Octobeち2002，　guaranteeing　a　cease且re，Thisρiv韮war　has　completely　divided　the　country　since　September　2002．
　　　　The　fbrmer　co1Gnial　power，　France　took　the　diplomatic　initiative　to　obtain　the　conclusion　of　the　Linas－Marcoussis
peace　accords』【hat　agre畔ment　established　a　reconciliation．　government　with　wide　exec亡tive　powers，　comprised　of　ministers
丘om　the　main　poHtical　parties　and　thεinsurgent　groups，　that　was　meant　to　lead　the　country　to　general　elections　in　2005．　The
accords　outHned　a　nine－point　program　on　disarmament，　security　sector　refりrm，　hulnan　rights　violations　and　media　incitement
to　xenophobia．and　violence，　the　organisation　and．supervis16n　of　elections，　ahd　measμres　to　end　divisive　policies　on　national
idend丘cadonうci直zenship，丘）reign　nadonals，　land　tenure　and　ehgib丑ity丘）r　the　I）residenc）乙
　　　　The　lmp碑sse　over　imple卑enta亡ion，　however，　has　set　the　stage　fbr　a　new　ph碑se．in　a　struggle　that　goes　back　a　decade．
ThζLinas－Marcoussis　peaρe　accords　were　not　complet61y　apphed鉤r　a　moment．　Neither　French　mediation，　nor　UN，　nor　AU
an（l　South　A丘ican　missions　cquld　make　a皿protagonists　implement　these　accords．　There　are　worrying　signs　that，　without　new
international　initiatives，　there　co司d　600n　b6　s6rious　new丘ghting。
　　　　The　author　attempts　to　make　an　analysis　of　the　root　causes　of　this　con且ict，　the　role　of　the　fbrmer　colonial　power　and
regional　organization，　and　to　seek　how　to　resolve　this　comphcated　confLct．
はじめに
　西部アフリカの雄，コートディヴォワールが，国家存
亡の危機に瀕している1。コートディヴォワールは，嘗
てはア．フリカの奇蹟と呼ばれ，フランス語圏アフリカ諸
国の安定国家として，．西部フランス語圏アフリカ諸国の
リーダー的存在であり，アフリカの優等生であった。シ
エラ・レオーネやリベリアといった西．部ア．ブリ．カにお
．ける近隣諸．国が80年代，90年代に紛争に疲弊していた
際，コートディヴォワールだけは，紛争状態に陥ること
なく，安定成長を維持していくと長きに亙り信じられて
きた。そのコートディヴォワールが，2002年9月19日に
クーデター未遂事件が勃発して以来，国内を北部と南部
に二分する内戦状態に陥り．，混迷し続けている。反政府
勢力は，イタリアへ外遊中であ．つたバボ大統領を駆逐す
ることは出来なかったが，プアケ白め北部を即座に占領
し，現在も北部を管理し，支配している。
　建国の父，．ウフエヅト・ボワニの逝去以来，コート
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ディヴォワールは，時限爆弾を抱えていた。ウフエッ
ト・ボワニの跡を継いだベディエ大統領が，ゲイ将軍一
派による1999年末のクリスマス・クーデターで失脚して
以来，コートディヴォワールにおける政治不安と軍事危
機は慢性化している。2002年9月のクーデター未遂事件
は，こうした不安定化した政治の延長線上に位置するも
のであった。
　このコートディヴォワール危機に対し，同国の旧宗
主国であり，二国間の防衛協定と軍事協力協定などで
政治的且つ軍事的に深く結ばれ，同国に対し圧倒的な
影響力2を有するフランスは，650人の駐留兵力に加え，
4200人の援軍を段階的に派遣し，総計で5200人まで増派
しただけでなく，外交的なイニシアティブを発揮して，
ECOWAS（西アフリカ諸国経済共同体）や国連に平和
維持部隊の派遣を要請しつつ，部隊の展開を側面支援し
ながら，ECOWAS部隊の派遣やそれを引き継ぐ6500人
の国連平和維持軍（UNOCDの組織派遣及び展開に
積極的に関与していった。
　更に，フランスは，2003年1月15－23日にパリ近郊の
リナス・マルクシス（Linas－Marcoussis）3でバボ政府と反
政府勢力等の関係当事者及び地域機構，サブ・リージョ
ナル機構，国際機関を集めた会議を開催し，両陣営間の
問での合意を導き出した。しかし，現時点においても，
マルクシス協定の完全な履行は反故にされたままであ
り，武装解除などは一向に進んでいない。
　フランス，ECOWAS，　AU（アフリカ連合），南アフ
リカ，国連と多くのアクターが，コートディヴォワール
紛争に関与し，2005年までにマルクシス協定を中心に五
つの和平協定が締結されたが，何れも完全に適用されて
いない。
　2005年8月31日には，10ヶ月に亙る交渉の末，AUよ
りマンデートされた南アフリカの調停は終了したが，南
アフリカは，匙を投げ，半ば下駄を預ける形で，コート
ディヴォワール紛争に関する報告書を国連に提出した。
五つの和平協定に明示的に規定され，2005年10月に予定
されていた大統領選挙は，延期どなり，バボ大統領の任
期も同年10月31日付で切れる。本稿執筆時点（2005年10
月），AUと国連は，フランスと協力しながら，任期終
了後の敵対行為の再開を危惧して，暫定措置として，1
年を期限とした任期の再延長と，新たな暫定政府の設立
を促す国連安保理決議を採択する方向で動いている。
　本稿は，現在進行中のアフリカ紛争の一つであるコー
トディヴォワール紛争に焦点を当て，同紛争の原因と
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問題点を解剖し，旧宗主国であるフランスの対応，AU
やECOWASなどのアフリカの地域機構及びサブ・リー
ジョナル機構の対応，国連の対応などを分析した上で，
コートディヴォワール紛争への効果的な対応方法を検証
していくことを目的とする。
1．コートディヴォワール紛争の解剖
　コートディヴォワール国軍の一部の反乱に端を発して
拡大した紛争の原因は，短絡的なものではなく，独立以
来のコートディヴォワールの統治システムそのものに起
因する極めて根深いものである。第一次産品の価格下落
と独立以来の経済システムの瓦解，数々の不適切な政策
の結果としての政治危機社会不安の増大と社会危機，
政治的プロパガンダによる外国人排斥運動，軍構造の崩
壊と軍紀の乱れ等諸々の要因が同時に積み重なって生じ
た紛争である。
　この国家存亡の危機は，コートディヴォワールの政治
経済を支えたあらゆるシステムに段階的に亀裂が入り始
め，同時に崩壊し始めた結果なのである。恰も独立以来
抱えてきた時限爆弾が順次に爆発したようなものであっ
た。
（1）ウフエット・ボワニ・システムの瓦解
　コートディヴォワールは，長きに亙り，フランスに
とって最高の優等生であり，「モデル」であり，その旧
植民地諸国の中の最高の「ショーウインドー」であっ
た。このアフリカにおけるフランス帝国主義の「ショー
ウインドー」は，政治的に安定し，且つ経済的に繁栄し
た国として，「コートディヴォワールの奇蹟」とまで称
えられていた。ジスカール・デスタン大統領は，大統領
就任直後の74年に，学者や研究者を集めて，研究グルー
プを立ち上げ，「コートディヴォワール＝アフリカにお
ける経済自由主義の象徴」と当時のコートディヴォワー
ルを賞賛した程であった4。
　事実，1960年の建国以来，コートディヴォワールは，
30年以上も，アフリカの政治的安定と経済的繁栄のモ
デル国家として国際社会全体から認識されていた。そ
して，フランス語圏アフリカ諸国の，また西部アフリカ
の「黄金郷」として，近隣諸国のみならず，より遠くの
アフリカ諸国までもの農民や労働者を魅了する国家でも
あった。
　建国の父であるウフエット・ボワニ大統領は，ド・
ゴール政権の閣僚及びフランス第五共和制の重要なア
クターになる以前は，フランス領西部アフリカ（AOF）
及びフランス領赤道アフリカ（AEF）に多くの支部を
有するRDA（Rassemblement　D6mocratique　Africain：アフ
リカ民主連合）のカリスマ的リーダー5として，フラン
ス語圏アフリカにおける反植民地闘争を統括する有力な
指導者の1人であった。ウフエット・ボワニには反植民
地闘士時代に培ったウフエット流のパン・アフリカ主義
6が骨の髄まで染み込んでおり，その影響で，独立後の
コートディヴォワールは，近隣諸国に開放的であり，そ
の門戸は，サヘルの国々の一般市民のみならず，コンゴ
川流域のエリート層にまで開かれていた7。
　ウフエット・ボワニが作り上げたコートディヴォワー
ルの政治経済システムの基軸は，他の多くのアフリカ諸
国同様，換金作物経済にあり，第一次産品の輸出を頼み
の綱としていた。その為，カカオやコーヒーなどの輸出
用の第一次産品を換金作物として大量栽培することので
きる大規模農園の組織を奨励していった。この大規模農
園の経営に，ウフエット流の実用主義的なパン・アフリ
カ主義は好都合であった。即ち，コートディヴォワール
の大規模農園は，農園を維持し，商売的に成功させるた
めに，大量の廉価の外国人労働者を必要としていた。ウ
フエットのパン・アフリカ主義に共鳴したか否かはとも
かく，多くのアフリカ人が，コートディヴォワールに職
を求めてやってきたのである。
　こうして，ブルキナ・ファン，マリ，ギニア，ガーナ，
トーゴ，リベリア等近隣諸国からの大量の労働者がコー
トディヴォワールに職を求めて流入していった。大量の
外国人労働者の獲得が，コートディヴォワールのカカオ
の生産力を向上させ，その輸出を躍進させ，更にはいわ
ゆる「コートディヴォワールの奇蹟」の達成に貢献して
いったのである。ウフエットはこうした外国人労働者の
一部に二重国籍を与え，コートディヴォワール国民とし
て統合させていった。実際に，現在の人口約1600万人の
内，約4分の1以上8がこうした外国人労働者出身であ
る。
　かくして，コートディヴォワールは，カカオ豆の生産
では世界一位，コーヒー豆では世界三位の大国となり，
地域経済の原動力となった。実際に，コートディヴォ
ワールは，西部のフランス語圏アフリカ諸国によって構
成されるUEMOA（西部アフリカ経済通貨連合）内の
交易の40％を占め，地域経済の中核をなしていた。
　しかし，「コートディヴォワールの奇蹟」は，見せ掛
けの屡気楼のようなものであった。その奇蹟はカカオと
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コーヒーという第一次産品にのみ依存し，その発展は，
多くの労働者を必要とし，且つ近隣諸国の労働者の大量
移住を促し，多くの移民を生じせしめた。そのシステム
の中に後の「民族」問題が内在していた。奇蹟の中に，
時限爆弾が含まれていたのである。
　他方で，独立直後からウフエット・ボワニは，旧宗主
国フランスとの戦略的同盟関係9を維持且つ強化し，そ
して，その権力基盤を堅固にするために，自身の出身
部族であるバウレ族を優遇する政策を遂行していくと共
に，反対分子を恣意的に且つ積極的に粛清していった。
ウフエット・ボワニは，出身地であるヤムスクロを行政
上の首都にしたり，また1970年目は，ベテ族の根拠地で
あり，バボの地元でもあるガニョアでの反乱を抑圧した
りした。しかし，ウフエットは，国家予算ではなく，自
らのポケット・マネーを駆使して，コミュニティーの伝
統的なチーフと個人的な良好関係を保ち，他の部族の不
満が爆発するのを巧妙に抑えていた。また，70年忌のカ
カオの価格の上昇によりコートディヴォワール経済を発
展させたこともこうした不満を隠すことに貢献した。
　73年のオイル・ショックを契機に，80年代以降第一
次産品の価格が下落し，フランスとの特権的な貿易関係
が終わりを告げ，多額の債務が累積し始めると，システ
ムは徐々に故障し始める。
（2）「イヴォワリテ」
　こうした経済的危機に政治・社会・アイデンティティ
危機が追い打ちをかける。93年12月にウフエット・ボワ
ニが逝去すると，ベディエ国民議会議長とウワタラ首相
の間で激しい後継者争いが勃発する。ベディエが直ちに
憲法11条（国家元首が職務を遂行できない場合或いは国
家元首のポストが空席になった場合には，国民議会議長
がその任期が終わるまで国家元首を務める）の規定によ
り大統領への就任を発表すると，同憲法24条（大統領が
不在の場合は，首相がその代理を務める）の規定を盾に
取り，チャンスを窺っていたウワタラは直ぐに辞表を提
出する。
　しかし，ウワタラ寄りのダンカンを首班とする内閣が
組織される。そこでベディエは，ウワタラとダンカンを
監視するために親戚であるニアミアン経済財政相及びア
ウア・ンゲッタ国務相を入閣させる。最初のダンカン内
閣は，ウフエットの忠実な僕とウワタラ派とべディエ派
との混合内閣であった。堅固な権力基盤を確実なものに
していないベディエは，権力の正統性を確保し，権力の
座に居座り続ける為に「イヴォワリテ」（lvoirit6）とい
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う概念を大統領選挙直前の1995年8月に打ち出したlo。
　ウワタラは，この「イヴォワリテ」に基づくコート
ディヴォワールの「市民権」問題を理由に大統領選挙戦
から排除された後，94年7月にIMF専務理事に就任す
る。一方で，ウワタラの腹心であったジェニ・コビナは
同年9月にウワタラ派の政党RDR（Rassemblement　des
R6pubhcains：共和国者連合）を立ち上げる。1995年の大
統領選挙は，バボのFPI（Front　Populaire　Ivoirien：才ヴォ
ワール人民戦線）とウワタラのRDRがボイコットをす
る中で，ベディエが勝利を収めた。
　ベディエ政権が「イヴォワリテ」という民族的指標に
基づいて国民の一部を排他することによって，政治危機
は一層深まっていった。コートディヴォワールはもとも
と多民族のモザイク国家であったが，その民族分類や数
は恣意的且つ政治的なものであった。現在の部族間の緊
張の遠因は，ウフエットのバウレ族優遇政策と大量移民
の獲得にあったが，ウフエットの巧みな政策とそのカリ
スマ性を帯びた独裁体制の下で，数々の不満は隠蔽され
ていた。
　実際に，ウフエット自身，コートディ』ヴォワール国籍
の定義には腐心した。フランス語圏アフリカ諸国の独立
の際AOFの解体に貢献したウフエットは，経済状態
の良いコートディヴォワールがフランス語圏西部アフリ
カ諸国のリーダーとして他の諸国に対して「扶養義務」
を負うことを拒否し，コートディヴォワールのナショ
ナリズムというカードを駆使し，一国での独立を主張し
た。他方で，ウフエットは，経済的且つ政治的理由から，
近隣諸国の外国人移民労働者をせっせと受け入れ，選挙
権を与えていったll。政治的には，将来的な複数政党制
の際の外国人の投票を当てにしていたからである12。
　ウフエットの逝去と民主化の到来によって，部族間の
緊張は徐々に噴出し始める。南部に位置するアカソ・グ
ループ（バウレ族やアニス族）が，ベディエ時代までは，
コートディヴォワールの権力機構を独占していた。ア
カソ・グループは，北東部のヴォルタ・グループ，北西
部の南部マンデ・グループ（ゲイ将軍が属していたグロ
族やダン族で宗教的にはキリスト教徒，伝統宗教，イス
ラム教徒と多様である）と北部マンデ・グループ（ウワ
タラの属するマリンケ族で殆どがイスラム教徒である），
南西部のクル・グループ（バボのべテ族）を圧倒してい
た13。
　クルとアカソは，対立関係にありながらも，北部の人
間に対する認識では一致していた。即ち，北部の人間を
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ブルキナ・ファンやマリから来た「外国人」と認識して
いたのである。この彼我の差異意識に，宗教的色彩が加
わり，南部のキリスト教徒と北部のイスラム教徒という
対立の図式が人為的且つ政治的に作り上げられる。コー
トディヴォワールの農園で働く大量のブルキナ・ファン
移民の存在もこの構図の中に組み込まれる。カカオの原
価の下落による経済危機以降，こうした外国人及び北部
住民は，コートディヴォワールの政治家達に，都合の良
い「スケープゴート」として利用され，危機が生じるた
びに，非難の矛先となるのである。
　ここで「イヴォワリテ」がベディエ以後の政府に積極
的に活用されるのである14。99年末にベディエ政権に不
満を持つ一部兵士に突き動かされて，クリスマス・クー
デターによりベディエを追い遣ったゲイ将軍も，当初
は同じ北部の人間としてウワタラを理解し，ウワタラ派
（RDR）を釈放し，内閣に迎え入れた。しかし，徐々に
ウワタラの野望に危機意識を感じ，結局は北部の人々を
簡単にスケープゴートに出来る「イヴォワリテ」に与す
るようになり，ウワタラ派を排除し始めていった。
　「イヴォワリテ」を中心に対ウワタラということでは，
共同戦線を張ったゲイとバボも，ウワタラ排除後は，大
統領の座を巡って争う。2000年10月の大統領選挙の疑わ
しい結果を巡る混乱と騒乱，暴動の中で，ウフエットの
長年の政敵であったバボが大統領に就任した。当初は挙
国一致の開放的政治を謳ったバボも，結局はべディエや
ゲイと同じ道，即ち「イヴォワリテ」という政治的なナ
ショナル・アイデンティティを主張する政策を踏襲して
いった。バボが行った2001年12月の「国民和解フォーラ
ム」は，コートディヴォワールと国際社会との和解を可
能ならしめたが，国内の緊張を緩和しうる実質的な政治
開放には繋がらず国民和解には至らなかった。
　ベディエ以降の歴代コートディヴォワール政権は，
北部の有力者であり，首相を務めたウワタラをブルキ
ナ・ファン人と一刀両断し，「イヴォワリテ」の名の下
で，三度にわたって公式に突き放した。政府は，政治
的且つ人為的に発案された民族的指標を社会的な差異
として，政治目的遂行のために利用したのであった。北
部の住民は，この行為を政府による最後通牒と捉え，民
族的緊張は一気に爆発する。2002年9月に反旗を翻し
た三つの反政府組織（MPCI（Mouvement　Patriodque　de
C6te　d’Ivoire：コートディヴォワール愛国運動），　MPIGO
（Mouvement　popu正aire　ivoi配n　du　Grand　Ouest：大西部象
牙人民運動），MIP（Mouvem6nt　pour　la　jusdce　et　la　paix：
正義平和運動））の主張は，北部住民の怒りや不満を部
分的に代弁している。なお，反政府組織三派は，2003年
のマルクシス協定以降，連合を果たし，Forces　Nouve皿es
（新勢力）と改称している。
（3）軍部の瓦解と紛争の広域化
　経済危機政治危機「イヴォワリテ」だけでは，現
在の内戦の原因を部分的にしか説明できない。この内戦
の原因には，軍事的な側面が大きく関わっている。段階
的で且つ深刻な軍機構の瓦解が内戦の原因の一つとなっ
ているのである。ウフエットは，軍関係者を国家の公
務に関与させ，軍部を巧みにコントロールしていた。軍
幹部は，軍機構の職以外に，各省庁，知事，地方自治
体，国営企業，在外公館などに出向することができた。
事実，ウフエット時代の国防相経験者の中には，在外で
大使を経験したり，国内で知事などを経験したりていた
者が多くいた。軍人に責任あるシビリアンのポストを与
えることによって，ウフエットは，軍部の信頼を獲得し
ていった。兵力がウフエット時代の13000人から，ここ
3年で19000人にまで増加している一方で，第一次産品
の国際価格の下落で国家歳入が激減し，国防費は抑えら
れている。その為，新規装備の購入や現有装備のメンテ
ナンスも殆ど行われなくなった。また，ウフエット時代
は，軍人の人件費は国防費の6割に過ぎなかったが，現
在は96％にまで膨れ上がっている。
　更に，構造調整政策の影響で，国営企業は民営化し，
軍幹部の出向先や再就職先はなくなり，ベディエ以降，
軍幹部の在外公館長や知事への天下りや栄転及び出向も
全く見られなくなった。軍関係者の不満は静かに増大し
ていった。国軍は，治安維持の為の単なる部隊と化し，
将官，佐官はおろか若い下士官もやる気を失い，軍紀も
乱れていった。バボ政権が現在の内戦を鎮圧すべく大量
のアフリカ傭兵を雇っていることと，こうした軍機構の
瓦解とは無関係ではない。
　また，バボは，就任後にゲイー派を一掃し，2001年9
月のゲイー派の軍事クーデターを失敗させた後には，首
謀者や関係者を軍機構から解任したり，北部に追放し
たりした。事実，Forces　Nouve皿es（反政府勢力）（以後
FN）の内のMPIGOと呵Pは，ゲイに近いミッシェル・
グウ将軍とテユオ・フォジエによって指揮されている。
今次紛争で北部で蜂起し，北部を支配し，FN内で指導
的役割を果たすMPCIは，北部の軍事勢力によって構成
されており，ブルキナ・ファンからの援助を受けている
と言われ，ブルキナ・ファンを後衛基地として利用して
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いるとされる。コートディヴォワール内の「外国人」は
本当に外国人の支援を受けて紛争を始めたのである。ブ
ルキナ・ファンのコンパオレ大統領は，ウフエット時代
には，コートディヴォワールの親友であった。
　他方で西部で蜂起したMPIGOとMJPの両勢力は，隣…
国リベリアのテイラー大統領より資金・装備援助を受け
ていた。ゲイー派はテイラーと良好関係にあった。ウフ
エット時代，リベリアのチャールズ・テイラーは，コー
トディヴォワールの親友であった。ウフエットと縁戚関
係にあった，アメリコ・ライベリアン系のトルバート大
統領一派を殺害したサミュエル・ドー政権を倒そうとす
るテイラーにウフエットは支援を行った。テイラー率い
るNPFL（National　Patriotic　Front　of　Liberia：リベリア愛
国戦線）は80年代にコートディヴォワールを後衛基地と
してリベリアに進入し，ドー政権を倒しに向かったので
ある。
　「西部アフリカの放火魔」と称されるテイラーの関与
への報復として，バボもリベリア内戦に間接的に関与
し，リベリアの反政府勢力LURD及びMODELに援助
を行い，後衛基地を提供したり，コートディヴォワール
西部からの軍事オペレーションを助けたりもした。
　バボはリベリアとブルキナ・ファンの関与の疑いを
公にし，テイラーとコンパオレを名指しで非難したが，
ECOWAS，　AU或いは国連安保理に正式に提訴に踏み
切ることはなかった。軍事的解決が可能であると考え，
反政府勢力を対手と見倣すことを拒否したからである。
　このようにコートディヴォワール内の「外国人」を
巻き込んだ内戦は，外国勢力も互いの紛争に関与した結
果，広域化且つ長期化して行った。
2．AUの対応とECOWASの尽力
（1）AUの初動の対応
　AUは，コートディヴォワール紛争を傍観していたわ
けではなく，勃発当初から，アフリカの代表機構とし
て積極的に関与しようとした。当時のAU暫定委員長が
コートディヴォワール出身のアマラ・エッシーであっ
たということも無関係ではない。「憲法に則らない政府
の交代は，如何なるものも，非難し，否認する」とい
うAU制定法第4条（p）項に則り，　AUは，2002年9月
24日にMCPMR15の中央機関によるコミュニケを発し，
コートディヴォワールにおける憲法的正統性を問題画
し，クーデターによる政権の奪取の試みを牽制した16。
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翌月，10月11日のコミュニケにおいては，「コートディ
ヴォワールにおける武力による権力奪取の試みを非難
し，コートディヴォワールの領土的一体性と統一性の保
全を望み，正統的な権力機構を支持する」旨の声明を発
した17。
　AUは，当初，こうした原理原則問題に固執した声明
を発しただけであったが，9月19日以降のコートディ
ヴォワール情勢の急速な展開とその悲劇的な悪化18を眼
前にして，その声明だけでは不十分ではないかと自問自
答し始める。AUは，コートディヴォワールにおける暴
力の拡大を抑えることに如何なる貢献が出来るかと検討
し始めたのである。
　制度上，AUは，　AU制定法において，重大な事態（戦
争犯罪，人道に対する罪，ジェノサイド）が生じた場合
には，首脳会議の決定に基づいて，武力行使に訴えるこ
とが出来るし，介入を行う権利も保証されている。しか
し，この時点では，コートディヴォワール情勢は，AU
にとっては「重大な事態」ではなかったようである。し
かし，2002年9月の時点で，アムネスティ・インター
ナショナルなどの人道系国際NGOは，コートディヴォ
ワール情勢は，既に危機的であり，人権は躁躍され，報
道の自由は保証されず，虐殺が行われており，既に十分
に人道に対する罪となっているとの警告を発していた。
　他方で，バボ大統領も，AUに対して，　AU制定法第
4条（j）項の規定に則り，「平和と安全を回復させるた
めに，AUの介入を要請する」権利を有していた。しか
し，こうした要請は行われなかった。バボは，2002年9
月29日目開催されたECOWASの特別首脳会議で決めら
れた提案，即ち，アフリカの賢人によって構成され，調
停を目的としたコンタクト・グループの組織に合意し
たのみであった。同時期にバボは，コートディヴォワー
ル国軍の兵力を更に増強するという決定を行う。これは
バボが軍事的解決策を模索していたということの証左で
あった。バボは，コートディヴォワール内政へのサブ・
リージョナル機構及び地域機関の関与を当初は拒否した
のである。この「オーナーシップ」による解決策の失敗
とプアケの奪還計画が暗礁に乗り上げるという軍事的な
失敗19を経て，バボは，ECOWASの提案に歩み寄ろう
としていった20。
（2）AUのプレゼンス
　実際には，コートディヴォワール紛争の場合，AUは，
自ら第一線に関与するより，サブ・リージョナル機構
であるECOWASのイニシアティブをサポートする道を
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選択した21。まず，コートディヴォワールで紛争が勃発
した2002年9月の時点では，AUはそれに先立つ7月の
ダーバンの首脳会議で産声を上げたばかりの新生機関
に過ぎず，機構上も正にOAU（アフリカ統一機構）か
らAUへの移行期間であり，実質的且つ大規模な活動を
リードすることが出来る状況にはなかった。また，これ
まで紛争問題を取り扱ってきたMCPMRも，法的にも
大きな権限を与えられていたわけではなく，AU平和・
安全保障理事会が誕生するまで暫定的に存続している認
という色彩が強かった。
　より重要なことは，AUが，コートディヴォワール問
題に対するECOWASの権限と能力を信じ，リベリアや
シエラ・レオーネ等での類似の経験が豊富で，コート
ディヴォワール紛争の仲介に地理的にも地政学的にも
中心的な役割を演じることの可能なECOWASの手腕に
期待していたということである。実際に，ECOWASも
1999年以来，準地域的な枠組みでの紛争予防，管理及び
解決メカニズムを擁していた。AUはECOWASに実務
を任せて側面支援することによってその存在感を発揮し
ようとしたのである。
　2002年9月29日にアクラで開催されたECOWASの特
別首脳会議には，当時のAU議長であるムベキ・南アフ
リカ大統領とエッシーAU暫定委員長が出席し，夫々
スピーチを行っている。ECOWASの首脳会議において
AU議長と委員長が揃って出席するのは初めてのことで
あった。AUのMCPMR中央機関は，　ECOWASの努力
を積極的に支援する旨のメッセージを送り続けた。エッ
シーAU暫定委員長は，更に，　ECOWASの平和・調停
活動を側面から実質的に支援するために，ミゲル・ト
ラヴォアダ・前サントメ・プリンシペ大統領を，コート
ディヴォワール問題担当AU委員長特使として任命し，
即座に現地に派遣した。AUの目的は，紛争の交渉によ
る解決及び平和的な解決策を容易にすることであった。
（3）ECOWASの尽力
　ECOWASは，「コートディヴォワールにおける民主主
義と憲法的正統性を揉齢する行為」を厳しく非難し，「民
主主義的な選挙で選ばれた権力機構を反憲法的な方法で
倒した政府に対しては如何なる承認も行わない」という
1999年7月のOAU決議おを援用した。
　バボは，このECOWASの声明は，アフリカ諸国の
「同僚」の明示的な支援であり，反政府勢力に対する「警
告」であると判断した。結局はこの短絡的な判断が，バ
ボを強硬にさせ，紛争の長期化に繋がるのである。
　ECOWASは，アクラの特別首脳会議において，ガー
ナ，マリ，ニジェール，ナイジェリア，トーゴ，ギニ
ア・ピサオから形成されるコンタクト・グループを組織
する決定を行った。同グループの主たる目的は，反政府
勢力とコンタクトを取り，敵対行為の停止を説得し，反
政府勢力に占領された都市を正常な状態に戻し，危機
を解決する為の普遍的な枠組みを反政府勢力と交渉する
ことにあった。ECOWASの調停ミッションの派遣は，
ECOWAS議長であったワド・セネガル大統領とアフリ
カ全首脳の「団長」（ディーン）であるエヤデマ・トー
ゴ大統領（当時）がイニシアティブを発揮して実現した
ものであり，同ミッションは，両大統領に側面より支え
られていた。
2002年10月始めに，ECOWASコンタクト・グループ
がアビジャンに到着し，調停・仲介ミッションに着手し
た。ECOWへSの仲介ミッションは，アビジャンでバボ
大統領，プアケで反政府勢力と夫々意見交換を行った
が，合意には至らなかった。両陣営の主張には大きな隔
たりがあると共に，両者の互いへの不信感が根深いこと
が確認された。
　こうした間にも，反政府勢力は，徐々に占領地域を拡
大し，国土の半分を掌握するに至った。一方，政府軍は，
反政府勢力の軍事的な優位性を認めること，また，反政
府勢力を交渉の資格を有する政治勢力と認識することも
拒否した。ECOWASによって交渉された休戦協定の締
結は，バボによって拒否された。バボは，軍事的解決策
が依然として可能であり，それを最も重要な目標に据え
ていた。
二度目のECOWAS調停ミッションの活動がたまたま
10月7日の政府軍によるプアケ奪還失敗の直後に発表さ
れた。その影響からか，バボは反政府勢力との対話の再
開を受ける用意があることを知らせた。一方，プアケで
政府軍を返り討ちにした反政府勢力は，アビジャンまで
進軍し，バボを政権の座から引き摺り下ろすという最終
目的を達成する意思を曲げないでいた。しかしながら，
駐留フランス軍との衝突を避けるために，アビジャンへ’
の進軍は諦め，西部に向けて進撃し，バボの出身地であ
るダロアを占領した。この事件に衝撃を受けたバボは，
同事件を反政府勢力の挑発と見倣し，激昂し，巻き返
しを図る。まず10月12日に国防相を解雇し，自ら国軍の
指揮を執り，南部アフリカの軍事大国，アンゴラに対し
て軍事支援を要請した。この緊急の対応が奏功し，バボ
は，自身が率いる政治勢力FPIの根拠地であるダロアの
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奪還に成功した泌。
他方で，ECOWASの調停ミッションは，両陣営との
会談を重ねた末，10月17日に何とか休戦協定の合意に辿
り着く。この休戦協定は，ティジャヌ・ガディオ・セネ
ガル外相とプアケを占領する反政府勢力の軍閥の1人，
テユオ・フォジエとの間で締結され，バボ大統領によっ
て承認された。①反政府勢力が敵対行為の停止を宣言す
ること，②両陣営の軍事地域の凍結，③政府は反政府勢
力との対話の承諾を宣言すること，④両陣営の対話を開
始することという四項目を主たる内容とするものであっ
た。また，バボはフランスに対してこの休戦協定を監視
するよう要請した。
　以来，コートディヴォワール政府と反政府勢力間のグ
ローバルな合意に向けての交渉が開始された。その間，
ECOWASは，平和維持軍派遣の準備に取り掛かり，フ
ランスは，バボとECOWASの要請に応え，フランス人
及び外国人コミュニティーの安全確保と休戦協定の遵守
という目的で，駐留仏軍を2000人まで増派した。
　平和プロセスと直接対話による和平交渉は，
ECOWASの庇護下で，ロメで開始された。11月1日に
両陣営は，「原則合意」に達したが，同「原則合意」は，
反政府勢力のコートディヴォワール政府軍（FANCI）へ
の再統合を可能にする反政府勢力に有利な特赦措置を
含むものであった。反政府勢力に対して若干有利な展
開が，バボ政府を強硬にし，その後の交渉を困難にして
いった。また，半年後の選挙の実施を主張する反政府勢
力と反政府勢力に対して即時の武装解除を要求する政府
との間には大きなギャップがあり，両陣営は，表面的に
は和平交渉に応じる一方で，裏ではせっせと装備を増強
して行った。
　ECOWASが1999年にロメで承認した紛争予防・管
理・解決・平和維持・安全保障メカニズム25は，特に
第25条％において，紛争が生じた際のECOWAS紛争予
防メカニズムの対応を規定している。コートディヴォ
ワールのケースでは，ECOWASは第25条（c）（ii）項
を適用した。即ち，「地域における平和と安全保障への
重大な脅威」である。コートディヴォワール政府は，第
25条（a）項の「（外国勢力からの）攻撃」，特に暗黙裡
に「（ブルキナ・ファンからの）攻撃」と主張したが，
ECOWASはその主張を退け，「内戦」として対応し
た”。
（4）コートディヴォワール紛争におけるAUの当初の役割
　他方，AUは，第一線に出ることはなく，フランスの
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努力を支持し，ECOWASの調停活動を側面支援すると
いう役割に徹していた。10月29日に，MCPMR中央機
関は，「10月23日のECOWASコンタクト・グループ首
脳会議における敵対行為の停止状態を監視するための監
視グループの派遣の決定」を歓迎する旨の声明を発出し
ている。更に，AUは，　ECOMOG軍が到着するまで休
戦協定を遵守させるために増派したフランスの対応を支
持し，国際社会に対して，フランスとECOWASの努力
を支援するよう呼びかけた。
　AUは，コートディヴォワール紛争に積極的に関与し
ようとし，ECOWAS首脳会議に参加したり，特使を派
遣したりするなどの新たなイニシアティブと政治意思
は認められたものの，結局のところ，肝腎な安全保障
機構の未整備などという制度的制約もあり，フランスや
ECOWASの和平プロセスへの尽力にモラル・サポート
を行うという程度の役割しか果たすことは出来なかった
のである。
　しかし，後述するように2004年11月，和平プロセスが
危機に瀕し，旧宗主国フランスとコートディヴォワール
国軍が正面衝突し，旧宗主国フランスの容豫が問題視さ
れ，仲介役としてのフランスが矢面に立たされるように
なると，AUは南アフリカに仲介のマンデートを与え，
再び積極的に関与するようになる。
3．フランスの対応とマルクシス協定
（1）ウフエット・ボワニとフランス
　コートディヴォワールは，フランズにとって極めて
特別な国である。その特別性は，フランスの対アフリカ
政策が，フランスの外交政策全体の中で特別な位置づけ
を付与されているということと全く同じ意味合いを有し
ている。コートディヴォワールは，フランスの対アフリ
カ政策においても最も重要な鍵となる国家である。その
フランスにとっての重要性及びフランスとの関係の特殊
性は，建国の父であるウフエット・ボワニという1人の
カリスマ的指導者とフランスの第四共和制，第五共和制
の党派を問わず寸々たる政界の実力者との極めて深い個
人的且つ歴史的関係から由来している。特に，第五共和
制の創始者であるド・ゴール28及びその懐刀であるフォ
カール29，またミッテランとも深い関係にあった。
　ウフエット・ボワニは，コートディヴォワール人で
ある前に，アフリカ人であり，フランス人であった。20
世紀初頭に生まれたウフエットは，ダカールにある医
34
療専門学校を卒業すると，植民地行政の嘱託職員を経
て，30年代には，カカオやコーヒーの商売を始め，カカ
オやコーヒーの労働者の権利を守るためのアフリカ農業
労働組合の委員長に上り詰めた聞。その後，リーダーと
して，フランス領アフリカにおける差別的制度の撤廃に
力を発揮し，PDCI（P血D6mocr面que　de　C6te　d’Ivoire：
コートディヴォワール民主党）及びRDA（Rassemblement
D6mocratique　A丘icain：アフリカ民主主義連合）の総裁と
して，第四共和政下のフランスの国民議会議員となる。
更に，共産党，SFIO，ド・ゴール派とフランス政界の
各党派を次から次への渡り歩き，そのお陰で，第四共和
制，第五共和制下で様々な閣僚ポストを歴任し，政界の
重鎮となり，ド・ゴールの第五共和制の組織にも関与し
て行6た。
　ウフエット・ボワニは常に「Le　Vieux」（首領）（ドン）
と呼ばれた。その年齢，議論の余地のない歴史的な正
統性，カリスマ性，幅広く知れ渡るその賢明さから，ウ
フエット・ボワニは，正に家父長的指導者として受け入
れられていた。コートディヴォワールの独立後も，ウフ
エット31は，フランスとアフリカの良質な関係の構築に
尽力し，フランスの対アフリカ政策決定過程における歯
車であると同時に，フランスの政策の最大の理解者であ
り，最も頼りになる協力者でもあった。事実，ウフエッ
トは，西部アフリカ諸国のみならず，全フランス語圏
アフリカ諸国のリーダーとして，フランス語圏の連帯を
強化したり，英語圏諸国を弱体化させようとしたり，英
語圏諸国の干渉を排除したりした。ビアフラ戦争の際に
も，ウフエットはフランス側に立ち，ビアフラを支援し
た。ウフエットの歩んできた歴史は，いわばフランスの
歴史の一部でもあり，ウフエットの政治人生とフランス
の政治史とは密接不可分の関係にあったのである。その
共有される歴史は，フランスとコートディヴォワールの
間に築き上げられた密度の濃く且つ質の高い関係の上に
立脚していた。
　1994年2月7日，ウフエット・ボワニの葬儀の際に，
ミッテラン大統領を始めとして，ジスカール・デスタ
ン前大統領，シラク・パリ市長，歴代首相，フォカール
元大統領府事務総長ら，第四共和制，第五共和制の多士
済々が大挙として駆けつけたのは，ウフエットとフラン
スの間に脈々と流れるこうした歴史的且つ特権的な深い
関係の証左に他ならない。
（2）コートディヴオワールにおけるフランスの国益
　現在のフランスとコートディヴォワールとの関係は，
ウフエットとの人的且つ歴史的関係だけでは説明しきれ
ない。嘗ては60000人以上のフランス人が在留し，2002
年の内戦勃発当時には約25000人のフランス人（その内
の半分が二重国籍保持者である）が住んでおり，フラン
スは経済的にコートディヴォワールに大きく関わってき
た。カカオやコーヒーでは，フランスは然程，関与して
いないにも拘らず，コートディヴォワールにとって最大
の経済パートナーであり，積極的に投資を行ってきた。
インフラ部門，建設部門，加工部門で多くのフランスの
大企業（EDF，フランス・テレコム，リヨネーズ，ヴィ
ヴァンディ，ボロレ，ブイグ等々）が進出している。コー
トディヴォワールだけで，西部のフランス語圏アフリカ
諸国，特に西部アフリカ通貨連合の基金の4割近くを占
めている。コートディヴォワールは，フランスの対アフ
リカ政策にとってのみならず，西部アフリカ地域の政治
経済上の「ショーウインドー」でもあるのである。
（3）フランスの軍事・外交イニシアティブ
　こうした歴史的且つ政治経済的な紐帯の太さから，今
次コートディヴォワール危機の際に，危機の解決のた
めに，フランスが，軍事的且つ外交的に大きなイニシア
ティブを発揮しことは，容易に説明付けられる。
　1997年以降，フランスは駐留仏前の削減，協力省の外
務省への併合とそれに伴う経済協力システムの改革，軍
事協力局の解体，アフリカ会議の廃止認など，「忠実と
開放」と命名し，アフリカ政策の新機軸を打ち出して，
フランス語圏アフリカ諸国からの実質的な財政的撤退を
行っていた。こうしたコンテキストの中で，コートディ
ヴォワールに対して軍事外交イニシアティブを発揮した
ことは，旧友であるフランス語圏アフリカ諸国との関係
を再強化しようという政治的な意思の現れのように見え
る。
　しかし，今回の介入の方法は，97年以降に定着化し
たフランスの介入スタイルとそれ程大きく異なっている
わけではない。即ち，在留仏人・外国人コミュニティー
を救出した後は，関係当事国とバイラテラルに正面か
ら向き合おうとはせず，中立な審判の役割に徹し，サ
ブ・リージョナル・レベルでのアフリカ諸国のオーナー
シップに任せ，国連やAUなどのマルチラテラルの機
関の関与を促し，その解決努力を側面支援及び装備支
援を行うというものである。97年の中央アフリカ紛争
時におけるMISAB（バンギ協定監視汎アフリカミッ
ション：Mission　Interafric証ne　de　la　Survenlance　des　Accords
de　Bangui）の組織詔とMISABからMINURCA（国連
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中央アフリカミッション：Mission　des　Nations　Unies　en
R6pubhque　centrafricaine）への移行などがその最たる例
である。
　コートディヴォワールというアフリカにおける最も
重要な旧友が危機に瀕した為に，フランスは最大限の
介入を行ったのである。他のフランス語圏アフリカ諸国
では，ここまでのコミットメントを行ったかどうかは定
かではない。しかしながら，この確固たるコミットメン
トは，他のフランス語圏アフリカ諸国に対しては，緊急
事態の際には，フランスは旧友を見捨てることはしない
し，フランスを頼りにすることが出来るというメッセー
ジを与えたかもしれない。
　2002年9月末以来，フランスは軍事的増派34を続け
ただけでなく，上記のECO㎜SやAUに対してコート
ディヴォワール紛争に積極的に働きかけを行うと同時に
ECOWASやAUの努力に対して側面からの支援を行っ
た。2002年10月17日には，駐留フランス軍は休戦協定を
監視する役割を担う。2005年現在5200人まで増派してお
り，フランスにとってアフリカ諸国独立以来最大の軍事
的コミットメントとなっている。
　フランス軍の存在によって，紛争の火種が拡大した
り，激化したりすることは避けられた。他方で，コート
ディヴォワールとの防衛協定が適用される可能性もあっ
たが，結局，それを適用して，政府軍の側に立って軍事
的に介入するということはなかった。国内での軍事的解
決策を望んだバボ政権自体は二国間の防衛協定が適用さ
れることを望んでいたが35，フランスはコートディヴォ
ワールの内戦を「外国からの攻撃」とは認識せず，バボ
政権の側に立って軍事介入を行うことは拒んだ。介入し
た場合には，コートディヴォワール内戦への介入を正当
化しなければならないという苦境に追い込まれたであろ
うし，そうしたリスクを避けることを選んだ。また，固
より何れかの側に立って介入することは望んでいなかっ
たのであるお。
（4）マルクシス会議の召集
　フランスは，紛争の勃発以来，旧植民地であるコー
トディヴォワールに対して，正面から向き合うことを
避け，ECOWASやAU，近隣諸国などを関与させてき
た。しかし，サブ・リージョナルの枠組みでの外交努力
が失敗に終わると，フランスが，初めて前面に出てリー
ダーシップを発揮した。そのフランスの外交的イニシア
ティブの結実が，2003年1月24日のマルクシス協定の調
印にあった。フランス・ラグビー協会のトレーニングセ馳
35
片岡貞治：コートディヴォワールの悲劇
ンターを使った同会合は，フランス版「キャンプ・デー
ビッド」会合であった。
　2003年1月に，フランス政府の主導の下，バボ政
府，三派の反政府勢力，コートディヴォワール内の野
党勢力（ベディ旧派政党，ウワタラ派政党ゲイ派政党
等）といった紛争の直接間接の関係当事者，国連，EU，
AU，　ECOWAS，フランコフォニ等の国際機関，地域’
機関，サブ・リージョナル機関の代表などが一堂に会
し，一週間かけて行ったマルクシス会議は一定の成功を
収めた。
　会議での合意後，2月4日には国連安保理は満場一
致で，安保理決議1464を採択し，マルクシス協定をエン
ドースした。マルクシス協定は国際社会のコミットメン
トとして正式に承認された。マルクシス会議によって得
られた合意は，フランスのあらゆる外交努力と叡智を結
集させ，地域機関や国際機関の協力によって初めて得ら
れた貴重な賜物である。
　マルクシス会議は，ベディエ以降の政府が作り上げ
たフィクションであり，コートディヴォワール問題の根
幹にあった「イヴォワリテ」に直接的に切り込んだとい
う点で極めて画期的である。マルクシス協定の一言一句
に，あらゆる問題の発端となった，「イヴォワリテ」及
びウワタラ問題37が色濃くのしかかっている。マルクシ
ス会議は，「「イヴォワリテ」が出生地主義と血統主義の
相互補完性に基づく概念であり，法的には正しく起草さ
れている」と認めながらも，「その適用には大きな問題
が生じている」と断じ，国民和解内閣に修正を命じる。
大統領選の被選挙権に関しても，会議は，「コートディ
ヴォワール憲法は，被選挙権に関して，法的な価値を有
さない概念を参照することは避けなければならない」と
し，コートディヴォワール国籍と被選挙権の喪失に関し
ては，「こうした排除が正当化されるのは，外国におい
て選挙によって選ばれる職務に就くか政府の職務に就く
場合のみである」と決然とした対応を見せた認。
　マルクシス協定によって，2005年10月の次回の大統
領選挙までのバボ政権の正統性は認められたが，実質
的な権力は，コートディヴォワールの全勢力を統合す
る国民和解内閣が握ることになる。なぜなら，国民和解
内閣が，マルクシス協定によって要請された項目（国
籍，土地問題，選挙法，憲法改正，DDR等）を実行に
移し，次回の大統領選挙が自由且つ公平に実施されるよ
う，コートディヴォワール全体を監視していかなければ
ならないからである。
36
諸悪の根源であった「イヴォワリテ」に踏み込んだマル
クシス協定自体は成功であったが，クレベールにおける
マルクシス協定を保障する為の「コートディヴォワール
情勢アフリカ首脳会議」で取り返しのつかない過ちが犯
される39。国民和解内閣に反政府勢力（FN）の代表が，
内相と国防相という二つの重要閣僚ポストを得ることが
認められたからである釦。これは，コートディヴォワー
ル問題に限らず，アフリカ全体に関わる大きな問題であ
る。選挙や正当な手続きによってではなく，武器と武力
で反乱を起せば重要閣僚ポストが得られるという誤っ
たメッセージをアフリカ諸国の武装勢力に与えかねない
からである41。
（5）マルクシス協定の危機と2004年11月の「6日間戦争」
　バボ大統領は，自らの権力範囲が縮小されることを覚
悟し，半ば強引に合意に導かれたマルクシス協定を渋々
承諾し，国民和解内閣の首相にセドゥ・ディアラを任命
した。しかし，バボのシンパである武装集団「ジュヌ・
パトリオット」qeunes　Patriotes：青年愛国者）は，マル
クシス協定と反政府勢力の入閣を拒否し，アビジャンで
示威運動を繰り返した。バボは，マルクシス協定を推し
進めたフランスに対して激しい憎悪を抱くようになり，
以前以上に強烈に「反仏」を鮮明に打ち出すようにな
る42。「正統な政治権力の保持者である自分とコートディ
ヴォワール政府が武装勢力による蜂起によってその権力
機構を脅かされているのに，フランスはコートディヴォ
ワールの正統な政治権力を護る為の二国間防衛協定も適
用せず，また反政府勢力を非難することもなく，反政府
勢力を正統な政治アクターと認めるマルクシス協定を押
し付けようとしている。このような協定によって自らの
権力が脆弱化させられるというのは，極めて理不尽であ
る。」というのがバボの偽らざる心境であった。
　バボは，マルクシス協定に同意し，調印したものの，
協定の履行に対してサボタージュを行い，国民和解内閣
の組閣を遅らせた。暫定政府が最初の閣議を開催したの
は，マルクシス協定の合意から3ヵ月も経過した2003年
4月になってのことであった。
　こうしたサボタージュの中で，バボは，ディアラ首相
や反乱軍の閣僚の権限をゆっくりと削減し，ディアラ首
相及び内閣をマージナル化していった。マルクシス協定
によって規定された重要項目である国籍問題及び選挙法
や憲法改正などの政治改革は，政府内では採択されず，
マルクシス協定自体が骨抜きのものとなっていった。そ
の間，現場では，政府側も，バボの民兵も，政府への参
加をボイコットした反政府勢力も夫々装備の強化と増強
に精を出して行った。
　2004年2月にバボはフランスを公式訪問し，マルク
シス協定の履行の遵守及び様々な改革やDDRに取り掛
かることを約束したが，その約束は直ぐに反故にされ
る43。フランスは国連安保理に働きかけ，外交イニシア
ティブを発揮し，ECOMOG軍：に代わる国連平和維持軍
の派遣を可能ならしめる決議を採択させ，ECOMOG軍
を引き継ぐ形でUNOCIが組織される。
　11月には，コートディヴォワール空軍がプアケの仏軍
基地を爆撃し，独立以来，史上初めてフランスとコート
ディヴォワールは軍事的に衝突する。これにより，フラ
ンスとバボの対立は決定的となり，以後フランスは抜き
差しならない状況に追い込まれる。
　コートディヴォワール空軍の爆撃に激怒したフランス
は，コートディヴォワール軍の爆撃機を全て破壊し，空
軍能力を無きものにした。更に，アビジャン在住のフ
ランス人コミュニティの国外退避オペレーションの中
で，「反フランス」をスローガンに掲げたコートディヴォ
ワール人群集が暴れ始めるという混沌とした中で，暴徒
に対して発砲し，死傷者を出す。
　この軍事衝突と混乱は6日間で収敏されるが，コー
トディヴォワール軍が意図的にフランスに対して攻撃
を仕掛け必，フランスがそれに反撃したことにより，旧
宗主国と旧植民地の間で軍事的な敵対行為が行なわれ犠
牲者が出たことは，極めて大きな意味を持っていた。こ
の事件は，単にコートディヴォワール紛争の一層の混迷
化という問題だけの留まるものではなくて，フランスの
対コートディヴォワール政策のみならず，アフリカにお
けるフランスのプレゼンス及びフランスめ対アフリカ政
策を再検討する必要性に迫られる契機となる事件であっ
た。
　在留フランス人の国外退避オペレーションを行なっ
ているフランス軍が，そのフランス軍に野次を飛ばしつ
つ，「反仏」のスローガンを掲げ，デモ行進をする群集
に対して発砲するという光景は，フランスと旧植民地諸
国との特権的な関係の終焉，一つの時代の終焉を象徴し
ていた。
　フランスの外交イニシアティブの極致は，マルクシス
協定と国連平和維持軍の派遣までであった娼。2004年11
月の事件により，フランスとコートディヴォワールの間
には，消すことの出来ない決定的な線が引かれた。
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4．AUの再関与とプレトリア協定
　バボ陣営及び反政府勢力双方によるマルクシス協定の
反故，敵対行為の再開，フランスの仲介の座礁という危
機的な状況の中でAUが再関与を始める。AUのマンデー
トを受けて南アフリカのムベキ大統領がコートディヴォ
ワールの調停に乗り出した。
　ブルンディ，コンゴ（民）などの和平調停で一定の
成功を収めたムベキは，「アフリカの問題はアフリカ人
で解決する」という理論を適用すべく未知の旧フランス
領西アフリカの複雑な問題に足を踏み入れた。レコタ国
防相，パハド副外相，グンビ外交顧問といった腹心の部
下をコートディヴォワール和平ミッションの担当に任命
し，ムベキは個人的にも積極的に関与していった。
　ムベキの登場は，旧宗主国フランスと困難な関係に
陥っていたバボ率いる政府側及び反政府勢力双方から，
好意的に受け止められた。反政府勢力にとっては，ムベ
キは，2000年10月のバボの大統領選出に疑義を呈した唯
一のアフリカの首脳であったし，バボにとっては，アパ
ルトヘイトの闘士として，旧宗主国の容隊の非難に対す
る良き理解者であった。事実，ムベキは，バボのナショ
ナリスト的な演説に共鳴していた。南アフリカの国営テ
レビは，アビジャンにおけるフランス軍の存在とその戦
車は，アパルトヘイト時代のソエトにおける南アフリカ
警察をムベキに想起させたと報道した程であった46。
　ムベキは，2004年11月と12月にコートディヴォワール
を訪問し，全ての関係当事者と意見交換を行ない，マル
クシス協定を軌道に乗せるための「ロードマップ」を提
案した。この「ロードマップ」は，ウワタラを排除して
きた国籍問題に関する憲法35条の破棄と新たな35条を策
定する立法プロセス，DDRの実施国民和解内閣の機
能面，マルクシス協定の重要項目を履行させるための日
程案などを明示したものであった。2005年4月には，プ
レトリアにあらゆる紛争当事者を招集し，「終戦」を宣
言し，マルクシス協定を履行する日程を策定するプレト
リア協定を調印させた。
　更に，ムベキはバボに対して，ウワタラに大統領選挙
への立候補を認める大統領令を出すよう求め，バボの同
意を獲得し，バボはウワタラの被選挙権を認めた。ムベ
キ及び南アフリカのリーダーシップの下で，5月には，
武装解除のモダリティを策定する協定，6月には，武装
解除，立法プロセス，独立選挙委員会の設置のための日
程を決定する協定が調印された。
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しかし，2005年10月に大統領選挙を実施するための立法
プロセスやその前提条件となる武装解除や武器回収の開
始などは遵守されることはなかった。ムベキの仲介は，
バボのアフリカ的ナショナリズムに共鳴した為か，同じ
国家元首としての同僚意識からか，政府寄りに終始した
として反政府勢力は，武装解除等を拒否し，ムベキの仲
介を非難した。反政府勢力は武器を置くことはなかった
し，バボの民兵や私兵も，解体されることなく，武器を
持ち続けた。
　結局，ムベキの調停ミッションは，確固たる進展を導
き出すことなく，2005年8月31日付で終了し，国連安保
理に報告書を提出した。ムベキのミッションは，開始当
初は，その新鮮さから，両陣営も協力的で，成果を挙げ
たが，両陣営の非妥協的な態度にぶつかり，一方に譲歩
をすれば，他方から非難されるという状況で，結局袋小
路に陥ったまま終了した。
　それでもAUは，2005年10月の平和安保理において
コートディヴォワール紛争に関わる全ての協定を監視す
るための国際作業グループ（IWG：International　Wbrking
Group）を組織することに成功する。同グループは国連
安保理決議1633によってエンドースされ，議長はアデニ
ジ・ナイジェリア外相が務め，その事務局は国連SRSG
とAU委員長とECOWAS事務局長によって管理されて
いる。現在では，このIWGがAUの名で実質的な調停
活動を行っている。
おわりに
　コートディヴォワールは現在二度目の独立を成し遂
げようとしているのかも知れない。ウフエット・ボワニ
は二度死んだのである。真っ当な後継者を育てなかった
という意味で二度死んだのである。ウフエット・ボワニ
自身が，後継者を明示的に任命していなかったことも問
題であるが，後継者を自認したべディエ，ゲイ，ウワタ
ラ，バボの何れもが国人として相応しい資格を有してい
なかったことの方がより大きな問題である。
　ベディエは，権力の正統性を確保するために，緩やか
にウフエット・ボワニ体制を脱しようとして，ベディ旧
派を組織し，ウワタラ等の勢力との対決姿勢を鮮明にし
て，権力基盤を固めようとしたが，その不器用な政治手
腕のせいで，ウワタラ派のみならず，ゲイを始めとする
一部軍人など対立勢力を自ら作り出して行った為に，逆
説的に次第にその正統性を失っていった。
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　在野に下ったウワタラ47は過激化し，独自のネット
ワークを駆使して諸活動を行っていった。ゲイは，一部
軍人の不満を代表する形で軍事クーデターにより政権を
奪取したが，次第に権力の座に魅了され，飴と鞭を使い
分け，権力の座にしがみつこうとした。
　ゲイに対するバボ派市民の蜂起やウワタラ派の暴動と
いう大混乱の中で，2000年10月26日に大統領に就任した
バボは，最初からその正統性を問題視された不幸な大統
領であった。事実，当時ムベキ・南アフリカ大統領は，
選挙の正当性を問題幽し，真に民主主義的選挙の再実施
を公の場で要請した。バボ政権下の5年間は，独立以後
最大の激動期となった。バボは，ベディエ以来の負の遺
産を清算することは出来なかった。それどころか，状況
を悪化させ，国を分裂させてしまった。
　2002年9月の内戦の勃発は，バボを更に先鋭化させ
た。傭兵や私兵，暗殺部隊（Dead　Squad／Escadron　de　la
mort）の組織，反外国人キャンペーン，一般市民の虐殺，
多くの経済犯罪，リベリア紛争への関与等々バボ政権が
行ったとされる過激で且つ反民主的な政策の例は枚挙に
暇がない。反政府勢力も同様に多くの略奪や虐殺，人権
躁躍を行っている。
　産業構造上の慢性的な経済危機，政治危機の繰り返
し，国家機構の衰微，軍部の瓦解といったただでさえ苦
しい状況下に，「イヴォワリテ」という排他的な概念の
主張が付加され，政治的且つ歴史的に且つ恣意的に分類
化された「民族」の対立が扇動されていった。こうした
過程で，「イヴォワリテ」概念により排除された「外国
人」が全ての元凶として後ろ指を指されるようになる。
寧ろこの「イヴオワリテ」こそが，諸悪の根元であるに
もかかわらず。
　本稿執筆時点（2005年10月）では，コートディヴォ
ワール情勢は依然として予断を赦さぬ状況にある。国
籍条項の破棄やDDRといったマルクシス協定の完全履
行と自由且つ正当で透明性のある大統領選挙の実施のみ
が，コートディヴォワール内戦の唯一の解決策である。
権力の正統性を有し，全てに開かれた政権が誕生しない
限り，コートディヴォワールは持続的な安定と平和を見
出すことは出来ないであろう。
　コートディヴォワール紛争においては，紛争当事国の
全関係者，旧宗主国，国際機関，地域機関，サブ・リー
ジョナル機関が一丸となって，バイラテラルとマルチ
ラテラルの枠組みが交差する形で，一国の紛争に対処し
ようとした。その意味で，マルクシス協定やプレトリア
協定は有意義なものであった。これは，紛争解決におけ
る，オーナーシップとパートナーシップの結実の表れで
あり，地域機関と国際社会の協力の表象でもあるからで
ある。しかしながら，それは履行されなければ如何なる
意味も持たない。
　特に，コートディヴォワールにおいて，マルクシス協
定が履行され，紛争後の平和が長続きして定着していく
ためには，履行の段階において，旧宗主国，国際機関，
地域機関，サブ・リージョナル機関が関与した地域的な
協力の枠組みの構築が必要である。
　コートディヴォワールにように国が二分されている
ような状況では，紙の上での挙国一致政府が組織され
ても，その機能は限定的となる。協定を履行すべきアク
ターが，正統性を持っていないからである。今回のコー
トディヴォワールのケースでも，国民和解内閣の組織
に時間を要し，時と共に現政権寄りのものになっていっ
た。
　透明性のある選挙を実施する為には，国連が前面に出
て大規模な武装解除を敢行し，それを旧宗主国が側面支
援し，AU及びサブ・リージョナル機関が補完するとい
うような状況を醸成していかなければならない。国際社
会の集団監視の下で，国連が主体者として，コートディ
ヴォワール内政により積極的に関与し，マルクシス協定
の履行を促し，選挙を組織していくという対応策も今後
は検討されていかなければならないであろう。もはや，
関係当事国の自主性に任せていくだけでは解決不可能で
あるからである。新たな悲劇を避けるためにも国際社会
は，今後もコートディヴォワール情勢の成り行きを注視
し，積極的に関与していかなければならない。（了）
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　Raulin，《Un　Rcvers　pour　la　France》，　G6⑳01歪勿鋸βノ鈴加勿θム「。9
　研㊨8r勲π窃θろParis，2003，　p43－52．
31坙ﾚエット・ボワニの傍には，二人の重要なフランス人顧問
　が独立以来寄り添っていた。内務省出身で，ウフエヅトの官
40
　房長を務めていたアラン・ベルキリ（Alain　Be面ri＞と植民地
　省の総督で，ウフエットの官房長や外交顧問を務めたギー・
　ナイレイ（Guy　Nairay）である。
認97年3月まで，大統領府において政府のアフリカ関係者が集
　まる会議が閣僚会議の翌日に定期或いは不定期的に行われて
　いた。大統領府「私的」アフリカ班のジャック・フオカール
　の逝去後は，このアフリカ会議は事実上廃止された。
認フランスの介入スタイルに関しては，片岡貞治「アフリカ紛
　争予防：フランスの視点（仏の対アフリカ政策から）」（日本
　国際問題研究所，2001年3月，54－75頁）を参照。
訓「Op6radon　Licome」（一角獣作戦）と命名された。
㌔珈・・，をd6cemb・e　2003．
舗1999年12月24日のゲイ将軍によるクリスマス・クーデターあ
　際に，フランスはべディエ政権を助けるために防衛協定を
　適用して軍事介入を行うオプションもあった。しかし，当時
　のコアビタシオン（保革共存政権）下では，大統領府と首相
　府の双方の合意なしには，軍事介入を行うことは困難であっ
　た。実際に大統領府のドユピュッシュ・アフリカ担当顧問は
　防衛協定の適用を主張するが，ジョスパン社会党政府の頑な
　な拒否を無視することは出来ず，結局介入を見送り，フラン
　スはコートディヴォワール情勢の成り行きを傍観するという
　選択肢を選んだ。
訂単に大統領選の被選挙権のみならず，ウワタラが，BCEAO
　（西部アフリカ中央銀行）やIMFにブルキナ・ファンの枠で
　働いていたという問題をも含む。
38yノノダ‘ωrガ漉、乙勿β∫一叢πo鷹∫露∫μア勉C∂兜ご！1四〇ゴ猶8L　le　24　janvier　2003；
　Charles　Zorgbibe，乃鼠，p49－5α
錫マルクシス協定に尽力を尽くし．たフランス政府のアフリカ関
　係者の1人である仏大統領府のベルナール・ディゲ補佐官も
　筆者との懇談の際に，「クレベールが失敗であり，最大の誤
　算であった」と三度にわたって述べている（2003年2月22日，
　2003年8月3日，2004年2月24日）。
如結局，アビジャンでの騒動などにより，FNは国防相と内相
　のポストを断念し，国防相と内相は暫定的に水・森林相と高．
　等教育相の夫々の兼任ポストとなった。2003年9月に民間人
　が国防相と内相に夫々任命された。
41これは，現代のアフリカ紛争がその解決過程に抱える典型的
　な問題の一つである。選挙などの正当な憲法手続きで排除さ
　れた勢力が，武力で根拠地を広げ，政権を不安定化させ，国
　際社会を巻き込んだ和平プロセスの中で，閣僚ポストなどの
　正当な地位を獲得するという問題である。コンゴ（民）にお
　いても，反政府勢力は，それぞれ均等な形で，副大統領ポス
　トや閣僚ポストを獲得していった。こうした状況が続くと，
　他のアフリカ諸国の兵営に不穏な空気をもたらし，武力蜂起
　を誘発する可能性も出てきてしまう。
翅バボとフランスは愛憎半ばする複雑な関係である。元々は
　バボは大のフランス贔屓（丘ancop1オ1e）であった。フランス
　人と結婚していた時期もあり，ハーフの子供もいるが，特に
　社会党の一部関係者とは密接なつながりを有していた。取り
　分け，ウフエット時代に仏に亡命していたバボを自宅に住ま
　わせ，数年間に亙り寝食を共にしたギー・ラベルティ（Guy
　Laberdt）社会党アフリカ代表とは刎頚の交わりともいうべ
　き間柄であった。また国民議会議長を務めたアンリ・エマ
　ニュエリやジョスラン元協力相らとの親交も深かった。な
　お，筆者は1997年にジョスパン政府が誕生して以降，ギー・
　ラベルティと何度か懇談の機会を持っているが，ラベルティ
　は筆者に対して「バボは必ず何時の日かコートデイヴォワー
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　ルの大統領になる」と断言していた。
弼この訪仏はフランスとバボの和解の象徴と言われたがバ
　ボ側の約束の反故の為，それも長続きせず，．以後フランスと
　コートディヴォワールの関係は悪化し続ける。
覗バボ大統領は「遺憾」及び「事故」と述べたのみで，政府の
　関与を明示的に認めたわけではなかった。
45Q005年6月14日，フランス大統領府ベルナール・ディゲ・ア
　フリカ担当補佐官は，筆者との懇談の際に，「コートディヴォ
　ワールには大きく失望している。フランスはあらゆる可能性
　を考え，全てを試した。もはや万策は尽きた。」旨極めて悲
　観的に述べている。
46D乙8ル勿π漉，1e　prem三er　septembre　2005
47Eワタラの仏人配偶者は，大型不動産会社の社長であり，こ
　の不動産会社は，ウフエット・ボワニの多くの不動産も管理
　していた。ウワタラは，ウフエット・ボワニの金庫番の1人
　でもあったのである。
41
